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「日南町生涯学習まちづくりフォーラム」第 3 分科会で 
日南町出身の池田亀鑑の業績を学んでください 

 
拝啓  
向春の候、みなさま方におかれましては益々ご健勝のことゝ存じます。 
昨年 3 月に開催した「もっと知りたい池田亀鑑と『源氏物語』」講演会には多くのみなさ

んにご参加いただき誠にありがとうございました。 
さて、このたび開催される「日南町生涯学習まちづくりフォーラム」の第 3 分科会では、

昨年ご講演いただいた国立大学法人・総合研究大学院大学 国文学研究資料館の伊藤鉄也

教授をお迎えして、池田亀鑑とはいったいどんな人だったのか。源氏物語で結ばれた池田

亀鑑の家族愛や源氏物語研究のみならず、戦後の小中学校の国語教科書の監修をつとめる

など多岐にわたる池田亀鑑の業績について初心者にも分かりやすくお話ししていただく予

定です。 
入場は無料です。是非とも多くのみなさんのご参加をお待ちしています。 

敬具 
(詳しい日程等については、裏面をご覧ください) 
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第 3 分科会講師 伊藤鉃也 氏 
■ 国立大学法人・総合研究大学院大学/人間文化研究機

構・国文学研究資料館教授、博士(文学) 
■ 編著書 『源氏物語別本集成 正・続全 30 巻』(1989
年～21 巻まで刊行中、おうふう) 


